
株式会社エンプラス

２００７年３月期

第１四半期決算説明会

２００６年 ７月２６日

取締役 経営管理本部長
酒 井 崇
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2007年3月期 経営基本方針

創45 New Enplas の力強い発信を目指し

改革から成長へのゆるぎない健全経営軌道の構築

発明力・量産供給力を高め、業界先行力の飛躍的向上

アジア地域を最重点としたグローバル事業の再編・最適化

新事業創出の加速

経営基本目標（連結）

売上高 ４0０億円

経常利益 ３８億円
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間接部門及び
生産・販売ラインの合理化と

新営業体制の構築

改革から成長への
ゆるぎない健全経営軌道の構築

「３ヵ年中期経営計画」の最終年度

エンプラ事業の
グローバル
生産体制の
構築

収益性の改善と
次世代の先駆けとなる
新事業の創出

１事業本部
３間接本部体制

オプト事業の
３部門統合と
１事業部化
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発明力・量産供給力を高め、
業界先行力の飛躍的向上

ＥＨＳ
＋５台

Ｅ(Ｊ)

Ｅ(ＶＮ)
＋６台

Ｅ(Ｔ)
＋３台

Ｅ(Ｕ)
＋２台

広州
400万個

持続的安定成長基盤を構築

グローバル生産体制

１．成形機台数増加

２．組立生産体制の見直し

Ｅ(Ｔ)
100万個
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アジア地域を最重点とした
グローバル事業の再編・最適化

アジア地域の
グループ会社
改革

アメリカと
ヨーロッパの
体制見直し

Ｅ(Ｊ)の
新基盤構築

本社本社((単体単体))によるグローバルな事業の牽引によるグローバルな事業の牽引
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損益実績及び計画
（単位： 億円）

401.8

36.9
38.3

15.0

（70.8%）

360.0

24.0
24.0

14.0

（72.2%）

68.28円

２００７年３月期

上期修正計画

〔170.0〕

〔9.0〕
（71.8%）

〔14.63円〕

△35.0%

（1.4ﾎﾟｲﾝﾄ）

△37.4%

△7.1%

△2.53円

２００７年３月期
通期修正計画

20.00円 〔10.00円〕

△10.4%

△2.00円

（400.0）

（修正前） （修正前）

〔9.0〕

〔3.0〕

（37.0）

（38.0）

（21.0）

（101.42）

（195.0）

（15.5）

（16.0）

（9.0）

（43.47）

第１四半期

実績
２００６年３月期

実績

86.0売 上 高売 上 高

70.81円

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

（ 原 価 率 ）（ 原 価 率 ）

6.6
（69.1%）

6.6

2.6

13.08円１株当１株当たたり当期純利益り当期純利益

22.00円１ 株 当１ 株 当 たた り 配 当り 配 当
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四半期実績推移
（単位： 億円）

２００７年３月期２００６年３月期

第１四半期第４四半期第１四半期 第２四半期 第３四半期

99.0 108.6104.6 89.5 86.0売 上 高売 上 高

（69.3%）（70.3%） （73.7%）（70.3%） （69.1%）（ 原 価 率 ）（ 原 価 率 ）

12.811.3 3.69.1 6.6営 業 利 益営 業 利 益

11.2 13.1 3.910.0 6.6経 常 利 益経 常 利 益

7.81.9 △0.45.7 2.6当 期 純 利 益当 期 純 利 益

27.53円 13.08円38.03円9.45円 △2.27円１株当１株当たたり当期純利益り当期純利益
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セグメント別売上計画
（単位： 億円）

〔77.0〕

〔34.0〕

〔27.0〕

〔32.0〕

〔170.0〕

160.0
72.023.3%

60.0
68.0△30.9%

360.0

3.4%

△33.6%

△10.4%

（150.0）

（68.0）

（77.0）

（105.0）

（400.0） （195.0）

（50.0）

（37.0）

（33.0）

（75.0）

２００７年３月期

上期修正計画

２００７年３月期
通期修正計画

（修正前） （修正前）

第１四半期

実績
２００６年３月期

実績

37.5154.7エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

16.158.3半導体機器事業半導体機器事業

15.290.4液 晶 関 連 事 業液 晶 関 連 事 業

17.098.3オ プ トオ プ ト 事 業事 業

86.0401.8計計
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セグメント別四半期実績推移（単位： 億円）

２００６年３月期 ２００７年３月期

計計

第１四半期第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

37.539.6 39.9 38.1 36.8エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

16.113.0 14.1 15.6 15.5半導体機器事業半導体機器事業

15.218.7 24.8 27.2 19.5液 晶 関 連 事 業液 晶 関 連 事 業

17.027.5 25.6 27.4 17.6オ プ トオ プ ト 事 業事 業

86.099.0 104.6 108.6 89.5
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参 考 指 標 （単位： 億円）

２００６年３月期

実績

２００７年３月期

修正計画

第１四半期

実績

20.036.9 4.4設 備 投 資 額設 備 投 資 額

33.1 7.128.0減 価 償 却 費減 価 償 却 費

18.6 3.715.0試 験 研 究 費試 験 研 究 費

（4.6%） （4.3%）（4.2%）（ 売 上 高 比 ）（ 売 上 高 比 ）
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第１四半期決算概要

液晶関連事業の大幅減収

原価率の大幅な改善で黒字化

（前四半期比4.6ポイント減）

労務費、減価償却費、試験研究費を削減

減 収・増 益
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２００７年３月期 通期修正計画

液晶関連事業の回復遅れ

オプト事業の戦略修正

ＯＰＵ事業の安定拡大

ＯＦＣ事業基盤の強化

ＡＩＳ事業の優位性の確立

グループ会社の組織再編



各事業セグメントの

ビジネス動向
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エンプラ事業の動向①

プリンターメーカーへ再注力プリンターメーカーへ再注力 World Wide

(単位：百万台)

（年）2005 2006 2007 2008 2009 2010

0

20

40

60

80

100

120

140
シングルファンクションプリンター

マルチファンクションプリンター

インクジェットプリンター生産台数

印刷速度の
増加

ギヤ個数の
増加

（当社予測）
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エンプラ事業の動向②

エレクトロニクス＆メカニクスの融合エレクトロニクス＆メカニクスの融合

衝突回避システム
横滑り防止装置

（ＥＳＣ）

先進前方照明
システム(ＡＦＳ)センサー制御ブレーキ

）
）
）
）
）
）

）
）
）
）
）
）

運転支援システム

低燃費
安 全
快 適

低燃費
安 全
快 適

省 電 力

電 子 制 御

電 動 化

省 電 力

電 子 制 御

電 動 化

高 効 率 ギ ヤ

高 精 度 ギ ヤ

低 騒 音 ギ ヤ

高 効 率 ギ ヤ

高 精 度 ギ ヤ

低 騒 音 ギ ヤ

高機能

プラスチック

ギヤ拡大

高機能

プラスチック

ギヤ拡大
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半導体機器事業の動向

プローブカードの事業推進強化プローブカードの事業推進強化
SV Probe社製プローブカードを

日本のお客様向けに設計・販売・メンテナンス

SV Probe社による
Kulicke & Soffa社の部門買収により

製品事業拡大

SV Probe社による
Kulicke & Soffa社の部門買収により

製品事業拡大

世界のプローブカード市場Advanced card  2004年シェア

4%

17%

5%

10%

12%

52%

A社

Ｂ社

C社

D社

その他

K&S社
10％

(当社予測)

世界シェア３位のK&S社

(当社予測)

Advanced

Cantilever

2004 2005 2006 2007 2008

(単位：億円)

0

200

400

600
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1,000

(年)
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液晶関連事業の動向

２００６年市場の変化２００６年市場の変化

・ノートＰＣ用液晶パネル・ノートＰＣ用液晶パネル US$110US$110
（（1515インチ：昨年インチ：昨年33月の最安値を割り込む）月の最安値を割り込む）
→→構成部品への影響大構成部品への影響大

・・Windows VistaWindows Vista上市による買い控え上市による買い控え

・ＬＧＰ単品でなくＢＬユニットとして改良・ＬＧＰ単品でなくＢＬユニットとして改良
→→ノーマル方式ｖｓＰＳＰ方式ノーマル方式ｖｓＰＳＰ方式

・ＬＧ：年内に・ＬＧ：年内に100100％中国生産％中国生産
・サムスン：年内に・サムスン：年内に6565％、来年完全移管％、来年完全移管
・台湾メーカー：廉価版を中国で生産中・台湾メーカー：廉価版を中国で生産中

・汎用機種に加え中・高級機種も
（ターゲットゾーンの変化）

・QUANTA, ASUSTeK, Compal 社といった
大手メーカーの売上拡大

売手市場から
買手市場に激変

４．ＬＣＤ＆ＢＬメーカーが４．ＬＣＤ＆ＢＬメーカーが
生産拠点を中国へ生産拠点を中国へ

３．台湾メーカーの台頭３．台湾メーカーの台頭

１．市場価格の低下１．市場価格の低下 ２．ＢＬの性能向上２．ＢＬの性能向上
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オプト事業の動向

携帯電話市場 －World Wide－

３Ｇ

カメラ付き

カラー

モノクロ

低価格モノクロ

ハイエンド

ローエンド

（当社予測）

47％ 48％

2005年：約８億台

カメラ付き

2006年：約１０億台

３Ｇ

カラー

モノクロ

2006年市場規模 1,110億ドル（前年比5％減）
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オプト事業売上推移

82

145

98

128

2004.3 2005.3 2006.3 2007.32003.3
0

20
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160 ＯＦＣ
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68

(計画)

(単位：億円)

(期)



by intelligence and vitality ~ 英智と活力 ~

ご清聴ありがとうございました。

株式会社エンプラス
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